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［環境 と幼児 観］

ヨ ー
ロ ッ パ 絵画にみ る幼 児発見の 系 譜 とその 背景 一一．

ル ネ ッ サ ン ス か ら ロ マ ン主 義 ま で
．．一

藤 田 　 　博子

（浪逮短期 大学 ）

　 王 ．研究の 端緒

　
．
7 ラ ン ス の 歴史家、フ ィ リ

・
ソプ

・
ア リエ ス （Phrlippe　 Aribs．1914− ）は

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ
主 吾 『子 供 の 誕 生 』
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1960の 巾で 、絵 画に 例を とり、「

ほ ぼ、171 哇紀 まで の rll1旦芸術で ｝ま

子供 は認め られ ず、子 僕 を描 くこ とが 試 み られなか った。だが 中 世芸術 に

お け る『F供 の 不在は、器川 さが 欠 けたため 、あ るい は力 景不足の ゆえで は

なく、それ よりむ しろ、この 世界の なか に子 供期に と っ て の場 所 が与
．
えら

れ なか っ た と考 え るべ きで あろ う．」 と述べ て い る 。
　 ア リエ ス は 、r レ世を 17 世紀 まで と し、子 供斯の 発見 もそれ 以降 と して

い る 。そ して 、子供期発見の 現象につ い て は述べ て い る もの の 、その 発見

に繋が る時代の 思 想的背 景につ い て は、ほ とん ど誰述 して い な い ．また聖

母子画の な かの 幼児 も研究 の 範噴 か らは ず して い る．
　木 研究 に お い て は 、rl．1 ［1とを 王2 ・3i！L紀ま で と し、14LW 紀以 降 17 世

紀 まて
’
をル ネ ッ サ ンス と して 、鞘神史

．
上重要 な

．．．・
日tf期 と して 位置付

．
け、ア

リエ ス が書 かなかった．ル ネ ッ サ ン ス 期の 人閥の 発見に連なる幼児発見の

系譜 を、時代の 思 想的 背景 と照 らして 考察 してみ よ うと思 う．
　こ の 場合、聖 母子画に あ らわ れ

．
る幼児 も、描かれ た時代の 子供観の 反 映

と して考 察の 対 象 と した い 。

　こ こで 、塾 要 なこ と は 子 ど もの 価1直の 発 見は 、時 代で 明硴な 線を 引 くこ

とはで きない u なぜな ら、思想史の 様相は 合理主義と非合埋主義の槲剋 を

絶 之．ず繰 り返 しなが ら進展 して い く もの だ か らて ある．それ ゆ え、時 代的

宥 景 と照 ら しなが ら、絵襾 に み る 幼兜発 見 の 甑 跡 を 辿 っ て 見 よ うと思 う。

　 ll．イ タ リア ・ル ネ ヅ ワ
．
ン ス

　絵 画の なか に 幼児が生 き生 き と 猫か れ 、それ が光 を点 した よ うに 輝 い て

く るの は ．ル ネ ッ ソ
．
ン ス とロ マ ン t 義の 時代で ある e そ して．この 時代 に

共肌 て い る こ とは ．試 判 シ ア、櫨 て も乃 ト。蛾 へ の あこ f、・t
・
L

であ る。これ らは只単に絵画ばか ウの 問題で はな く、文 化全殻 を剏 じて、
古 代ギ リシ ア の 叡智へ の 憧憬が 大 きな波溝をとよ もして い る。
　ル ネ ッ サ ン ス とは 工4 世紀 か ら 16 世紀に か けて、イタ リア 、なか で

．
も、

フ ィ レ ン ツ ェ を r［
・e心 と して興 り、や がて は．全ヨ

ー
ロ ッ

パ を もっ っ み こ む

こ と になる 巨大な文化 運 動の 波 濤で ある．絵 tllr［に つ い て 言 えば、ビザ ン チ

ン 美 術 の 1樽導下、イタ リア の 画篆 、チ マ ブエ （Giovnnni　 Cimabue，124c｝−13
02）、ジ ョ ッ ト （Giotte　di　 B匸｝ndt川 f｝．12E6・．T331｝等に よって 道を拓かれ た、
初 期 ル ネ ッ サ ン ス の 合理主 義の 精 神は 、マ ツ

．
ッ チーy 〔Hasaccio、1401−M29 ｝、

マ ン テ
ーニ ア CAndree　ManLognn，U31 −1，jo6｝な どの 巨匠 た ちに よ っ て、さ

らに合理 と写 実の 手法 を深め て い く。中世の イ コ ン に 比べ 、チマ ブエ の 絵

画 に は 緕神的なる もの の 移入 と 、合理的 写実の 技法が 現れ は じめ るe 図
一1

は ロ レ ン ッ ェ ッ テ ィ 〔Pie［re 　 Lerenzetti，12BO−T3・IS）の 『荘厳の 孕 猷』 で

あ る 。夢見 る よ うに
．
廿美 な聖母子 は 、互 い に 微笑 み を交 わ し、よ うや く言

葉の 出始め た幼児は 、そ の も ど
．
か し さに 母の 冂 か ら出 る言 葉 をINもうと し

て い る ．母 は幼 子 の しぐさや、そ れ に つ なが る 成 長 を慈愛 に 満ち た ま な ざ

しで 見 守 っ て い る。まこ とに入問味 あふ れた 聖 母
．Fで あ る 。図

一2はベ ル ナ

．

ル ド〔BerilaRlo　Daddi，1290−1348〕の 『
聖 母

一r−』 て
’
あ る。優美 なや さ しさ と 図

・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　フ ロ ン ツ ィ
ー

ノ （IS32−T2．）
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ら しか らぬ 幼子 イエ ス は、み ど り児らしい 四肢を備 え、窮麗な むっ きや衣

服 か ら解放 され 、ゆ っ た りと した ロ ー一ブや、素 裸 とい っ たす こぶ る臼山な

み な りで、母な る 人の 胸 に 顔 を埋 め る こ と も、その 乳房 を 含む こ とも、そ

の かい なに ま どろむ こ と も、指 しゃ ぶ りまて
．
許されて くるの て ある。図

一L

マ イ ナ ル デ t 〔Sebasしiane　HaiMardi、M60 − 5B ）び）聖 子は 指をしゃ ぶ りな

が ら、しか め っ ら を して い る 。実 に人冏 の 子 その ま まであ る。や がて 、フ

ィ リ ッ ボ ・リ ッ ビ （filippino　l．ippi．140G−69）．図
一d，の Tlt ラ イウオ ロ （

Antonio　Poliaiuolo、1429−9e｝へ図一Gボ ッ テ ィチ ェ ッ リ（Sandro　Betticel【it

1444−1510｝．図
一5の レ オ ナル ド

・
ダ
・
ヴ ィ ンチ 〔Leonardo　da　Vinci．1452一

τ519）．ミ ケラ ン ジ 」： ：］CHichlela：1geio　BuOnatrroti、la75−1564）と ・写実は

人 体 解剖の 科学 を 深め 、あ りの ままに 子 ど もの 肉体 を描 きは じめ る。科学

的な子ども理解と、発達の 段階の 理解は そ の まま幼児の 認 識、い わゆ る 、

幼児 の 発見 に繋が っ て い っ た。

　 聾．ル ネ ッ サ ン ス の 梢神

　ル ネ ッ サ ンス の 根本精神 は人文 主fi［・IumaniSm で ある。こ れ は、

人道 主義、人木主義 （人間 が基本 〉、人頚三L義と同 義であ っ た．キケロ

質だ けて
．
な く、自然 か ら恵 ま れ た 臼然 的人1｝11牲 を さらに 鍛 えあげて ．本当

の 意 味での 精 神の 高賢性へ と 自覚的に 斟己形成して い か な目れ ばならない

と説 い た 。それ は人碍 の 陶 冶可li計 ［iへ の め ざめ で もあ っ た。こ こ では、た

えず 自己陶冶する 嚶念の 強 い 人闇性が 要壽i了された。ゆえに 、復活．復 興の

尊 奩邸 ま、教育思想 で もあ っ たの であ る。ル ネ ッ サ ンス ・ヒ p 一マ ニ ズ ム は、：

人間の 意昧をコ ペ ル こニ クス 的に 寵1云換させた。それ は 囲II寺に、人 閲の 自rl；に

つ い
1
（：さらに は、人間の 教 剤こっ いでの 齪を大 き く 1昿換 させ た の で あ っ

謎蟹鷲 鸞 蕨島翫灘讐 欟 磐麗：鴨1職1・ll
雕 tt

世界 の 中心 に位 置 したの で あ っ た．ま た 、自他の 人格 へ の 目覚め は 、幼児 ヴ ァ ン
・ダイク　

ー’
シ e ン パ ー

や老人、心身 に 障害 をも っ た人 々 の 人楮 の 尊龜 に繋がってい っ た e
　 当時 イタ リ ァ に お い て は、人 ［］を数 える とき．他の 国の よ うに かま どの

数と か 、共 役に 服す る 能力 の 数とか、自分の 足で 歩ける者の 数によるの で

はな く、ヒUlima （た ま し い
・個 々 の 人 間 ）の数 で 数 え られた。こ の 時

代 こ うし た こ とは 画期的な こ とて
’
あ っ た．

　 この ように人闘 の教育の 「i能性．陶冶可能性、教育の 必 要性．入烙の 尊

厳 が認 識 され る と、い やが う之に も、教育 の 適時性 と して の 、幼 児期の 重

要 性、anima と して の 幼児の 人格の 尊 厳 が認識 され る こ と になる。そ

れは、幼児 発見の 大 きな き っ かけ とな っ た。こ の 時 期か ら．絵画 の なか の

幼児 た ちは 、人聞 としての かがや かな光 を漲 らせは じめ る。

　 lV．ル ネ ッ サ ン ス か らロ マ ン主義ヘ

　 イタ リア に 復活した
「人文ま三義」 は 、アル プ ス を越えヨ ー

ロ ッ パ 内部に

伝 わ っ てい っ た。そ して 北 方ル ネ ッ サ ン ス は 、幃大 な教 育学者 エ ラス ム ス

（Desiaerivs　 Erasnvs，1466−1536）を 生ん だ。彼の 理 牲 ｛raUo ｝ 内在 論｝ま

中世 以来の 子供観 を大 きく変換 させた．この 時 代を代表す る画家 にウェ イ

デ ン　CVan　Der　Veydcn，1399−M6a ）図
一10．ゴ ヅ リ

’一ト〔Jan　Gossa「［11478
−153

ダ ヴ ィ ド 〔Ger田rd　 David，1450 ・1523）図．．11．増 ル レ イ 〔3、Ven　 Orley．ld92−IS4

図
一12．がい る。こ れ らの 聖 母子画の な か の 母た ちは 、授 乳 にふ さわ し い 衣

をま とい 、連珠 をみ ど ワ児に 弄ば せ．当時 と して は 大aj　1＃1価で あり、神 聖

で あっ たはずの 祈祷書をみ どり児に踏み 躙らせて さえい る。み どり児は頬

を 母：の 頬へ お しつ け、手に は i創 匱記 」 の 禁断の 果爽 を握 っ て さ えい る。
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 t’：　 シ 　 ス

それ らはあた か も．立法 よ りは愛 を、ノモ ス よ りも 自然的 な るもの を希求

して い る よ うであ る。一方、フ ラン ス ・ル ネ ッ サ ン ス は Vエ ミール 』 の 著

者．ル ソ ーCJean　Jacques　Reusseau，1712− 18）を育 て、その 教育思 想は．
図
一2e．21、22，に見る よ うに、聖 母子画 を うつ そみ の 母子調｝1に変 えた．や が

て ル ソーに誘発された ドイ ツ ・ロ マ ン 主義は、フ レ ーベ ル 〔］
’rledrich 　 UiI一

　 　 WL

ダ ヴ ィ ッ ド0450．．1523）

図
孑23 ドレ イパ ー

（1364−1920｝

bel”　nugust　 F「b
’
bell1782“1852｝ と 「幼黼 1・ 牲 み 出 したの 艢 る・

『 図一22，ヴ ・ジ ェ
ー

・レブ ラン

こ うした 擶 神史は、図に あげた 絵画の なかの 、かが やかな幼児 発見と双 幅 　　　　 　
｝T一

をなす もの である。
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